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成
蹊
学
園
資
料
館
に
は
学
園
創
立
者
中
村
春
二
の
父
、
明
治
の
国
文
学
者
で

あ
り
、
新
体
歌
を
推
進
し
た
中
村
秋
香
の
未
紹
介
遺
稿
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
鈴
木
亮
氏
が
そ
の
整
理
・
調
査
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
調

査
の
過
程
で
中
村
秋
香
作
「
長
歌
集
草
稿
」
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
は
明
治
四

十
年
に
出
版
さ
れ
た
『
秋
香
集　

短
歌
』
と
対
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
『
秋
香

集　

長
歌
』
で
あ
る
。
本
書
は
古
雅
な
趣
も
残
る
新
体
歌
の
詠
調
の
中
に
、
明

治
時
代
を
覆
っ
た
国
家
主
義
・
道
徳
主
義
の
ほ
と
ば
し
り
を
随
所
に
認
め
ら
れ

る
今
か
ら
み
れ
ば
特
異
な
歌
集
で
あ
る
。
長
く
埋
も
れ
て
い
た
本
書
の
刊
行
は
、

中
村
秋
香
の
文
事
お
よ
び
明
治
と
い
う
時
代
に
、
新
た
な
評
価
が
示
さ
れ
る
こ

と
と
な
ろ
う
。
な
お
、
本
書
は
本
来
上
下
二
巻
あ
る
べ
き
歌
集
の
下
巻
と
い
う
。

序
文
を
寄
せ
た
揖
斐
高
氏
は
、
伝
統
的
な
歌
集
の
部
立
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

『
秋
香
集　

長
歌
』
下
巻
は
お
そ
ら
く
「
雑
」
の
部
に
あ
た
り
、
上
巻
に
は

「
四
季
」
や
「
恋
」
の
新
体
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

一
　
中
村
秋
香
の
経
歴

　
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
中
村
秋
香
は
天
保
十
二
年
（1841

）、
静
岡
藩
医
中
村
玄

昱
の
長
男
と
し
て
駿
府
に
生
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
父
方
の
祖
父
は
漢
学
者
山
梨

稲
川
、
母
方
の
祖
父
は
国
学
者
松
木
直
秀
（
琴
園
）
と
、
徳
川
幕
府
末
期
に
お

け
る
文
化
学
問
を
極
め
た
家
庭
環
境
で
幼
少
青
年
期
を
過
ご
し
て
い
る
。
後
年
、

明
治
文
学
界
と
学
校
教
育
界
に
尽
力
貢
献
し
た
素
地
が
お
の
ず
と
形
成
さ
れ
て

い
た
と
い
え
よ
う
。

　

秋
香
は
明
治
四
年
（1871

）
の
廃
藩
置
県
後
、
名
古
屋
県
へ
仕
官
。
や
が
て

教
部
省
、
文
部
省
と
官
吏
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
だ
。
明
治
二
十
一
年
（1888

）

四
十
七
歳
の
時
東
京
高
等
女
学
校
教
諭
、、
さ
ら
に
女
子
東
京
高
等
師
範
学
校

教
諭
、
第
一
高
等
中
学
校
教
授
と
、
以
後
教
育
界
に
奉
職
し
て
明
治
三
十
年
に

は
宮
内
省
御
歌
所
寄
人
と
な
っ
て
い
る
。
巻
末
に
付
さ
れ
た
秋
香
の
詳
細
な
経

歴
表
と
著
作
一
覧
か
ら
、
教
育
者
秋
香
、
歌
人
秋
香
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が

で
き
る
。

二
　
長
歌
・
新
体
歌
・
新
体
詩

　

作
品
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
秋
香
は
伝
統
和
歌
の
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
、

お
よ
び
明
治
新
時
代
に
お
い
て
新
し
い
詩
歌
を
探
求
し
新
体
歌
を
提
唱
発
展
さ

せ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
述
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

明
治
十
五
年
（1882

）、
帝
国
大
学
の
教
官
外
山
正
一
、
井
上
哲
次
郎
、
矢

田
部
良
吉
に
よ
っ
て
日
本
最
初
の
近
代
詩
集
「
新
体
詩
抄
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

各
人
の
序
文
と
、
西
洋
詩
の
影
響
の
も
と
に
創
始
さ
れ
た
七
五
調
、
五
七
調
の

新
詩
形
に
よ
り
、
翻
訳
詩
十
四
編
、
創
作
詩
五
編
か
ら
な
る
。
内
容
的
に
は
い

ず
れ
も
習
作
の
域
を
出
な
い
が
、
従
来
の
和
歌
・
俳
句
と
異
な
る
西
洋
詩
の
形

式
に
倣
っ
た
新
時
代
の
詩
を
模
索
す
る
も
の
で
あ
り
、
文
学
界
に
影
響
を
あ
た

え
た
。
外
山
正
一
は
新
体
詩
を
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

紹
　
介



― 99 ―

成蹊國文　第四十六号　（2013）

我
々
の
作
に
新
体
詩
と
い
う
名
称
を
つ
け
た
の
は
在
来
の
長
歌
、
若
し
く

は
短
歌
と
は
異
な
っ
た
一
種
新
体
の
詩
な
る
が
故
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
れ

ば
七
五
で
も
五
七
で
も
、
は
た
是
等
の
如
き
窮
屈
な
る
詩
形
に
制
約
せ
ら

れ
ざ
る
も
の
と
雖
も
、
苟
も
長
歌
短
歌
等
、
昔
よ
り
在
り
来
り
の
詩
歌
に

異
な
り
た
る
詩
的
の
作
は
皆
こ
れ
を
称
し
て
新
体
詩
と
い
は
む
と
す
る
の

が
我
々
の
考
え
で
あ
り
ま
し
た
。

 

（『
新
体
詩
及
び
朗
読
法
』・
明
治
二
九
年
『
帝
国
文
学
』）

し
か
し
鈴
木
氏
は
秋
香
自
身
は
別
の
見
解
を
抱
い
て
い
た
と
し
て
次
の
文
章
を

ひ
く
。今

日
に
至
り
て
は
已
に
世
上
一
般
之
（
新
体
詩
）
を
用
ひ
、
殆
ど
普
通
の

呼
称
の
如
く
、
或
は
抒
情
詩
と
い
ひ
、
叙
事
詩
な
ど
さ
へ
唱
ふ
め
れ
ば
、

今
よ
り
は
正
し
き
字
義
に
従
ひ
、
学
校
唱
歌
の
如
き
声
を
永
め
て
歌
ふ
も

の
は
新
体
歌
と
称
し
、
そ
の
他
は
新
体
詩
と
い
ふ
べ
く
、
さ
ら
に
は
従
前

詩
と
称
せ
し
も
の
は
更
に
漢
詩
と
称
し
て
差
別
を
立
つ
べ
き
な
り
。

 

（『
秋
香
歌
か
た
り
』・
明
治
四
〇
年
・
五
車
樓
・
傍
線
筆
者
）

　

明
治
十
五
年
に
『
新
体
詩
抄
』
が
出
て
、
明
治
二
十
二
年
森
鴎
外
の
訳
詩
集

『
於
母
影
』、
や
が
て
明
治
三
十
年
に
は
島
崎
藤
村
の
『
若
菜
集
』
の
刊
行
等
、

新
体
詩
を
呼
称
す
る
も
の
は
「
已
に
世
上
一
般
之
を
用
ひ
、
殆
ど
普
通
の
呼
称

の
如
く
」
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
秋
香
は
明
治
二
八
年
八
月
「
新
体
詩
論
」

（「
太
陽
」）
お
よ
び
「
新
体
詩
歌
集
」（
外
山
正
一
・
上
田
万
年
・
阪
正
臣
共

著
）
に
お
い
て
、「
新
体
詩
」
と
「
新
体
歌
」
の
区
別
を
提
唱
す
る
。「
新
体
詩

は
西
洋
の
体
に
形
と
り
、
国
語
も
て
つ
づ
る
一
種
の
も
の
」
で
あ
り
、
新
体
歌

は
「
歌
の
字
は
詠
也
、
長
く
其
の
声
を
引
く
詠
也
、
声
を
も
っ
て
吟
詠
上
下

す
」
と
し
て
、
古
来
の
長
歌
の
語
調
を
あ
ら
た
め
た
も
の
で
、
改
行
や
節
な
ど

は
西
洋
に
倣
っ
て
も
、
淵
源
は
日
本
の
短
歌
長
歌
に
あ
る
と
い
う
。「
声
を
永

め
て
歌
ふ
も
の
は
新
体
歌
と
称
し
、
そ
の
他
は
新
体
詩
と
い
ふ
べ
く
」
と
考
え

た
の
で
あ
る
。『
秋
香
集　

長
歌
』
に
お
け
る
作
品
は
唱
歌
・
校
歌
は
無
論
の

こ
と
、
忠
君
・
詠
史
・
戦
役
を
詠
ず
る
も
の
も
新
体
詩
で
は
な
く
明
治
近
代
の

新
し
い
長
歌
＝
新
体
歌
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

秋
香
の
新
体
詩
の
語
調
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
本
書
冒
頭
の

「
軍
旗
」
を
見
る
と
、
長
句
と
短
句
の
語
調
に
よ
っ
て
不
定
形
の
リ
ズ
ム
を
作

り
出
し
て
い
る
。

日
出
づ
る
国
の
、
ひ
い
で
た
る
、
姿
を
ゑ
が
く
、
日
の
御
旗

き
ら
め
く
光
は
、
叡
聖
な
る
、
元
帥
陛
下
の
、
大
御み

稜い

威つ

、

濃
き
く
れ
な
ゐ
は
、
忠
武
な
る
、
海
陸
軍
の
、
心
の
い
ろ

　

ま
た
本
書
の
書
名
に
関
し
て
、
鈴
木
氏
は
次
の
よ
う
に
考
究
す
る
。

「
新
体
詩
」
と
い
う
称
を
用
ゐ
る
こ
と
は
妥
当
性
を
欠
く
の
で
、「
新
体

歌
」
と
し
た
は
う
が
我
が
国
の
伝
統
に
即
し
て
い
る
と
い
ふ
論
で
あ
る
。

従
っ
て
書
名
に
「
詩
」
で
は
な
く
「
歌
」
を
用
ゐ
、「
短
歌
」
と
対
を
成

す
も
の
と
し
て
、
本
書
を
『
秋
香
集　

長
歌
』
と
名
付
け
た
の
で
あ
ろ
う

三
　『
秋
香
集

　
長
歌
』

　

翻
刻
さ
れ
た
『
秋
香
集　

長
歌
』
下
巻
の
歌
数
は
八
十
六
編
、
そ
の
構
成
は

鈴
木
氏
が
「
日
清
・
日
露
の
戦
役
に
題
材
を
も
と
め
た
歌
が
多
く
お
さ
め
ら
れ

て
ゐ
る
。
忠
君
・
学
校
関
連
・
詠
史
・
戦
役
と
お
お
ま
か
な
部
立
て
は
な
さ
れ

て
を
り
、
上
巻
の
内
容
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
指
摘
さ
れ
た
と
お
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り
で
あ
る
。
制
作
年
代
は
東
京
高
等
女
学
校
幹
事
と
な
っ
た
明
治
二
〇
年

（1887
）
四
十
六
歳
の
こ
ろ
か
ら
、
日
清
戦
争
を
へ
て
日
露
戦
争
が
終
っ
た
明

治
三
十
八
年
（1905

）
六
十
四
歳
前
後
と
い
え
る
。
本
書
に
は
、
秋
香
が
走
り

抜
け
た
明
治
と
い
う
時
代
の
空
気
が
迫
っ
て
く
る
。
揖
斐
高
氏
は
序
文
で
色
濃

い
「
国
家
主
義
、
道
徳
主
義
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
『
秋
香
集　

長
歌
』
の
特
色
で
あ
る
。

　

冒
頭
、「
軍
旗
」（
明
治
二
十
七
年
九
月
十
三
日
明
治
天
皇
広
島
行
幸
）、「
錦

の
御
旗
」、「
日
本
刀
」
な
ど
忠
君
愛
国
の
歌
を
す
え
る
が
、
続
く
「
玉
章
」
は
、

雁
、
夢
路
の
花
、
竹
取
、
蔦
の
細
道
な
ど
、
古
典
か
ら
題
材
を
え
た
典
雅
な
六

章
の
長
歌
で
あ
り
、
国
文
学
者
、
歌
人
秋
香
が
慕
わ
し
い
作
品
で
あ
る
。「
写

真
」（
女
学
唱
歌
）
も
「
ゆ
か
し
き
お
も
わ
、
さ
や
け
き
声
音
／
た
だ
み
る
如

く
、
聞
く
心
地
せ
り
」
と
七
七
、
七
七
を
二
句
連
ね
、
や
さ
し
く
ゆ
か
し
い
唱

歌
で
あ
る
。
総
じ
て
前
半
は
学
校
教
育
に
理
想
を
も
と
め
、
少
年
少
女
た
ち
の

徳
育
や
学
業
へ
の
激
励
に
心
を
く
だ
く
教
育
者
、
古
典
学
者
と
し
て
の
秋
香
が

あ
っ
て
、
忠
孝
、
勤
勉
、
愛
国
の
歌
で
若
者
を
鼓
舞
し
、
友
情
、
師
恩
、
親
子
、

は
情
に
あ
ふ
れ
る
。「
三
韓
征
伐
」
や
「
橘
逸
勢
女
」
な
ど
の
詠
史
に
は
人
を

ひ
き
こ
む
ド
ラ
マ
が
あ
る
。

　

し
か
し
第
六
番
目
の
歌
、「
行
路
難
」
は
「
思
へ
ば
け
は
し
き
、
よ
を
ゆ
く

路
や
、
思
へ
ば
危
き
、
よ
わ
た
る
ふ
ね
や
」
と
七
七
七
七
を
四
句
、
二
聯
の
歌

で
勤
勉
を
勧
め
る
歌
で
あ
る
が
、
次
の
「
破
難
関
」
は
「
一
度
は
い
づ
れ
、
死

ぬ
こ
の
身
体
、
倒
れ
よ
溺
れ
よ
、
世
の
た
め
に
国
の
た
め
に
」
と
の
ち
の
太
平

洋
戦
争
の
軍
歌
と
し
て
も
通
用
す
る
歌
詞
が
入
っ
て
く
る
。
明
治
二
十
八
年
九

月
、『
新
体
詩
歌
集
』
序
文
で
秋
香
は
熱
意
を
も
っ
て
言
う
。

そ
も
そ
も
新
体
と
は
こ
れ
ま
で
な
き
躰
と
い
ふ
名
な
ら
ず
や
。
し
か
こ
れ

ま
で
な
き
軆
を
立
つ
る
に
い
た
れ
る
は
、
こ
れ
ま
で
あ
る
軆
に
て
は
、
今

日
の
情
を
ば
い
ひ
あ
ら
は
し
が
た
き
に
よ
れ
る
事
な
れ
ば
、
た
と
へ
い
か

な
る
句
法
、
い
か
な
る
詞
な
ら
ん
も
、
歌
の
軆
を
失
は
ざ
ら
ん
限
り
は
、

採
り
用
ひ
て
、
意
を
尽
さ
ん
こ
と
を
こ
そ
は
か
る
べ
け
れ
。・
・
・　
（
傍

線
筆
者
）

　

新
し
い
歌
体
・
詩
体
を
持
た
な
く
て
は
、
激
動
す
る
近
代
に
生
き
る
人
の
情

を
と
う
て
い
い
い
つ
く
せ
な
い
、
い
か
な
る
句
法
、
い
か
な
る
詞
も
と
り
用
い

よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
世
は
日
清
戦
争
の
勝
利
と
三
国
干
渉
か
ら
日
露
戦
争

へ
と
進
む
緊
張
し
た
世
界
情
勢
下
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
秋
香
集　

長
歌
』
最

後
の
二
十
三
の
歌
は
す
べ
て
愛
国
忠
心
、
日
清
日
露
の
戦
役
を
主
題
と
し
た
長

歌
で
あ
る
。
歌
集
の
初
め
は
「
孝
養
」「
勉
励
」「
忠
君
」「
愛
国
」
が
目
立
つ

程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
六
十
四
番
「
や
ま
と
心
」
あ
た
り
か
ら
激
烈
な
調
子
が

見
え
、「
す
す
め
矢
玉
」「
襲
撃
」「
進
撃
」「
海
戦
」「
征
討
」「
神
の
擁
護
」

「
威
海
衛
」「
宣
戦
詔
勅
」「
討
伐
」
と
続
い
て
い
く
。
こ
こ
で
関
心
を
ひ
く
の

は
、
明
治
二
十
七
、
八
年
の
日
清
戦
争
の
頃
の
歌
は
清
国
海
軍
の
提
督
丁
汝
昌

を
悼
む
「
丁
汝
昌
」
や
、
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
る
兵
士
の
家
族
の
心
情
を
思
い
や

る
「
あ
ゝ
老
楽
士
」「
軍
士
の
妻
」
な
ど
の
歌
が
み
え
る
が
、
最
後
の
二
十
三

歌
に
そ
の
余
裕
は
な
い
。
こ
こ
に
は
日
清
戦
争
か
ら
さ
ら
に
西
洋
列
強
ロ
シ
ア

と
対
峙
す
る
は
め
に
な
っ
た
小
国
日
本
の
さ
ら
な
る
緊
張
の
高
ま
り
が
、
秋
香

を
し
て
軍
国
主
義
的
な
歌
の
創
作
へ
と
か
り
た
て
て
い
る
。
銃
後
に
あ
る
己
に

で
き
る
唯
一
の
こ
と
、
そ
れ
は
新
体
歌
を
通
し
て
、
自
分
が
手
塩
に
か
け
た
若

者
た
ち
の
勇
武
生
存
を
願
い
、
日
本
国
天
皇
の
大
御
稜
威
と
全
国
民
の
存
生
を
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願
う
気
持
ち
に
充
満
し
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
戦
時
下
の
歌
を
詠
む
と
、
秋
香

の
切
な
い
ま
で
の
焦
躁
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

秋
香
は
歌
人
と
し
て
新
し
い
時
代
の
長
歌
を
求
め
た
。「
今
日
の
情
を
い
ひ

あ
ら
は
」
そ
う
と
「
鋭
く
い
か
め
し
く
、
烈
し
く
あ
は
た
だ
し
き
が
ご
と
き
様

を
十
分
言
い
表
さ
ん
に
は
、
な
お
長
短
句
に
よ
る
は
し
か
ず
」（
新
体
詩
歌

集
）
と
提
唱
し
た
長
歌
＝
新
体
歌
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
唱
歌
・
校
歌
は
も
と
よ

り
、
軍
歌
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
歌
の
体
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

　
『
歌
集
』
の
九
番
目
に
「
夢
」
と
題
す
る
、
秋
香
に
し
て
は
一
風
変
わ
っ
た

歌
が
あ
る
。

た
ち
ま
ち
に
山
、
た
ち
ま
ち
に
海
、
花
の
下
か
げ
、

た
ど
る
か
と
、
見
れ
ば
逆
巻
く
、
浪
の
う
へ
、」

あ
や
し
き
も
の
は
、
夢
な
る
か
、」

何
か
は
そ
れ
を
、
あ
や
し
と
い
は
む
、
盛
者
必
衰
、」

会
者
定
離
、
か
は
り
て
や
ま
ぬ
は
、
よ
の
す
が
た
、

こ
れ
は
た
や
が
て
、
夢
な
る
を
、」

　
「
た
ち
ま
ち
深
い
山
中
に
あ
り
、
た
ち
ま
ち
紺
青
の
大
海
原
に
出
る
。
花
の

下
蔭
を
そ
ぞ
ろ
歩
く
か
と
見
れ
ば
、
逆
巻
く
波
の
上
に
い
る
。
こ
の
あ
や
し
い

現
象
は
夢
な
の
か
。」
と
問
い
か
け
、「
何
で
そ
れ
を
あ
や
し
い
と
言
お
う
か
、

盛
者
必
衰
、
会
者
定
離
の
言
葉
ど
お
り
、
変
じ
て
や
ま
な
い
の
は
世
の
す
が

た
」
で
あ
る
と
答
え
る
。
そ
し
て
「
世
の
す
が
た
」
は
ま
た
夢
と
変
じ
て
い
く
。

明
治
と
い
う
時
代
を
駆
け
抜
け
、
歌
い
続
け
た
中
村
秋
香
の
心
情
で
は
な
い
か

と
思
う
。

（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日
発
行　

一
一
四
頁　

三
〇
〇
〇
円　

武
蔵
野
書

院
）

注　
『
文
学
』
第
9
巻
第
4
号
（
2
0
0
8
年
7
―

8
月
）「
座
談
会
・
詩
歌
の
近
代
」

に
お
け
る
勝
原
晴
希
氏
「
中
村
秋
香
『
新
体
詩
歌
集
』」
を
参
考
に
し
た
。

（
ふ
じ
い
・
み
ほ
こ　

大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
）


